
 
当院における経管栄養の６０例 

 
第一病院 看護部１） 栄養科２） 外科３）      

        
 大川淳子１） 奥村恵美１） 戸澤弥紀１） 石伊のぞみ１） 河井美穂１）  
 竹田陽子１） 東香菜美２） 垣内祥２） 五嶋博道３）  帆刈睦男３）  

 
 当院は療養、介護棟の２５８床を有しています。経管栄養患者は６０名（２３％）で 
ＡＤ、ＬＷ、ＡＣＰに基づています。ＰＥＧが２８例、ＮＧよりが３０例、空腸瘻が 
２例です。検索項目は、年齢、性、基礎疾患、施行期間、投与カロリー、BMＩに加え 
看取り例が多いことにより、介護度、ＦＩＭにも検索を加えました。 
 基礎疾患では脳血管障害が多く３２例（５３,３％）で認知症も２０例（３３,３％)であり

その他はパーキンソン病、糖尿病、肝、腎、心疾患の高齢に伴う摂食嚥下障害でした。 
 施行期間はＰＥＧの平均２,３年、最長は１０年を超え、ＮＧよりが平均２,３年で 
最長は６年を超えています。 
 投与カロリーは基礎代謝カロリーを参考にしており、６００kcal～１２００kcal です。 
BMＩは１０,８～２６,５平均１７,４で、ＢＭＩのクリチカルポイントは１５,０と考えます。

ＦＩＭをみると最低値の１８点が多く、７７点の統合失調症の７３歳はＰＥＧより 
離脱でき、全粥食、副刻みまで回復しています。 
 興味のある症例として９２歳、腎不全（Cｒ３,０、ＢＵＮ８０）３年後もＰＥＧにて 
腎機能もほぼ横ばい例とＰＥＧ離脱例を供覧します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


